
 

「世代結び～持続可能なコミュニティのための多世代交流～」事業報告 

特定非営利活動法人きょうどうのわ 

１、 事業が目指すところ 

きょうどうのわは、六甲アイランドで近年増加している子育て世代の仲間づくりや相談の場づくりを行ってきました。若い世

代と関わる中で、シニアと子育て層以下の世代のすれ違いが大きく、接点がない、交流の機会が足りないという問題を重

く受け止めるようになりました。同時に、コロナ禍で島外との行き来が減った経験から「楽しみ事も困り事も島内で完結さ

せること」の必要性に気づき、世代を越えてコミュニティ内で支え合う関係づくりが、より重要になったことを痛感しています。 

そこで、六甲アイランドでの活動のポイントを人と人・団体と団体の「多世代交流」に置き、昨年度から「世代結び」と名

付けた本事業に取り組んでいます。六甲アイランドの地域活動や住民自治が持続可能になることを目指しています。 

２、 活動内容と成果 

報告交流会・・2021、7、11＠神戸ファッション美術館セミナー室 

昨年度の団体相互訪問に参加した 24団体から 34人が参加

し、世代や活動分野を縦横につなぐ交流ができました。多くの団体

が課題と考えている「広報」をテーマに話し合い、シニア世代から「若

い団体のように SNS を利用してみたい」などの発言も。団体の関係

が、昨年の『相互理解』から『連携』に進むきっかけになりました。 

RIC ファミリーあそびのひろば・・親子の活動体験を 5団体が受け入れ 

六アイ内の公共施設や、ボランティア団体と連

携して「あそびのひろば」を実施、4～7歳の親

子 15組が参加しました。子育て世代が地域

活動に関心を持ち、活動団体が子育て世代

を理解する接点、交流機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

３、 成果や課題・反省点 

昨年度から①団体相互訪問の取り組みを多くの活動グループが歓迎→②多様多数の団体が存在することを認識→③

それぞれが街を支えていることにお互いに感謝→④団体間で課題や情報を共有→⑤連携・協働に至る、というプロセス

を想定し事業を進めて来ました。④の入り口までは７月の報告会で到達できたと考えています。秋からの「あそびのひろば」

に５団体が参画し成果はあったものの、⑤は今後の課題と考えています。現在、追加 10 団体の調査が終了し 2/20

報告交流会で④⑤に取り組む予定です。あそびのひろば最終回を3/27に延期するなどコロナの影響を強く受けました。 

４、 今後の展望、成果の活用 

昨年度今年度合わせて 34 団体を訪問し顔の見える関係を築きました。子育て世代とも人脈ができました。2021 年

10 月に当法人がオープンした「コミュニティスペース・RIC のわ」は多世代・多機能・常設を謳っており、ここを起点に、多

様な世代・団体が多様な形で連携する活動を産み出し、持続可能な支え合いの地域づくりができたらと考えています。 

 

 

 
 

 

 RIC リボーンプロジェクト 

 美緑化RIC の会 六甲アイランドを美しい街にする会 地域猫の会 P.A.W.S. コミュニティライブラリーボランティア 


